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下からの共生にもとづくネットワーク生成 

―タイに越境した雲南系ムスリムを事例に 

王 柳蘭  （WANG Liulan） ∗ 

 

1.はじめに 

グローバル化が進み多文化が混在する現代社会において、共生というテーマにむけ

た学術的研究の意義はますます高まっている。本稿では、国家や制度がおしすすめる

多文化共生や多文化主義とは一線を画し、移民を軸に、異文化接触によって他者を包

摂し、あるいは他者と共生しつつ移民社会が開かれた形で異郷に根をはっていく際の

移民間の相互作用に着眼していく。とりわけ、少数派の人々に内在する主体的な論理

とそこから立ち現れてくる「下からの共生」という視点から、越境者の内側からのネ

ットワーク生成の一端について論じてみたい。 

近年、トランスナショナリズムやディアスポラ研究にみられるように、移民を主体

にした能動的なコミュニケーションによって生まれるネットワークや文化的創造性へ

の関心が高まってきた(cf.王 2011,王編 2014) 。しかし、こうした議論において十分

に考察されてこなかったのは、移民による異質性を包摂したネットワーク形成である。

移民研究と関連深いエスニシティ論では、単一の民族的背景をもつメンバーの文化

的・民族的実践とその集合的側面や表象に関心が寄せられてきた。例えば、移民が生

存に必要とする社会関係資本として、血縁や地縁にもとづく強固な結合が指摘されて

きたのである。しかし、移民をとりまく生活のいたるところには、非自己との接触過

程があり、そうした異質な文化的要素や社会関係が移民社会を構築するうえで不可分

に結びついている点も見逃すことはできない。移民社会を捉えていくうえで、複数の

文化要素が混在し、並存するという側面を同時に考えていく必要がある。こうした問

題意識のもと、以下では同質性と異質性を同時に包摂しながら、異郷において移民が

生きぬくありさまを雲南系ムスリム移民社会の事例から考えていく。 

 

２．北タイにおける雲南系ムスリム―複層化する移住史 

 雲南系ムスリムは、中華民国時代まで回民、その後の中国における民族政策では回

族とよばれ、中国国内ではイスラームを信仰する一民族として、独自の歴史的宗教的

背景をもつ集団である(中田 1971)。北タイに住む雲南系ムスリムは、19 世紀末から 20

世紀後半にかけて異なる移動波をへて段階的にコミュニティを形成してきた。以下で

は、雲南系ムスリムの北タイへの定着の歩みを主要な契機をもとに時系列でその概要

を述べる1。 

雲南に出自をもつムスリムがタイ社会に大きな影響を与えるようになったのは、19

世紀以後に本格化する中国と東南アジアを結ぶ地域間交易においてであった。西欧列

強イギリス・フランスによるビルマ・インドシナの植民地を契機として、中国に至る

近道として雲南の交通路が注目を浴び、雲南系ムスリムは馬やラバのキャラバン隊を

構成し、中国、ビルマ、ラオス、タイの交易品を域内外に運んだ。交易で財を築いた

                                                           
∗ 京都大学白眉センター・地域研究統合情報センター 特定准教授。  
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雲南系ムスリムの中には、タイに定着化を進める人たちが出てくるようになった。そ

の結果、彼らは 19 世紀末には萌芽的コミュニティを形成し、1917 年にはチェンマイ市

に雲南系ムスリムをイマームとし、雲南系ムスリムが主体となって管理するモスクが

誕生した。それがバーン・ホー・モスクである。このように雲南―タイを結ぶ域内外

の交易によって、19 世紀末から 20 世紀前半までの間に北タイに定着をはじめたグルー

プが現れた。この時期を移住の第一類型とよぶことにする。 

この第一の移住波と前後して、雲南の大理に出自をもつ回族の杜文秀が 1872 年に清

朝との戦いに敗れ、その軍隊や末裔がビルマに逃げて 19 世紀末にコミュニティを形成

した動きがある。彼らもビルマで交易によって財を成したが、ビルマのイギリスによ

る植民地化や日本軍の進出によって村落社会が崩壊し、離散の運命をたどる。その一

派が北タイに再移住している。彼らは自らをムスリムとよぶほか、ビルマで定着した

先の地名にちなんでパンロン人（Panglong）と自称する。彼らの末裔はビルマに点在

しているほか、北タイや台湾にも再移住している。このうちビルマからタイへの移住

の波はさらにいくつかの時期に分岐するが、ビルマにまず土着化しさらにタイへ再移

住した人々が第 2 の移住類型である。 

第 3 の移住類型は 20 世紀半ば以後である。第 1 と第 2 の移住類型に当てはまる人た

ちが少数派であるのに対して、その後大量の移住者が出てくるのが第 3 の移住類型で

ある。移住の理由としてもっとも多いのが、1949 年の中華人民共和国成立前後に伴う

混乱と政治的不安によるもので、大量の避難民が中国から台湾や東南アジアに流れた。

その中に雲南系ムスリムも含まれ、その一部が北タイに定着した。その結果、北タイ

とビルマ国境には多数の難民村が形成され、そこに雲南系ムスリムも生活の拠点を築

いたのである。 

このように、雲南系ムスリム移民社会は、移住要因の異なる人びとが段階的に北タ

イで定着化を進めてきた点に特徴がある。さらに注目すべきは、彼らが構築してきた

移民社会はたえず他民族との接触によって移住史の内実が複層化している点にある。 

まず第 1 期については、雲南系ムスリムが 19 世紀末にタイに定着していたころ、イ

ンド・パキスタン系ムスリムがすでに定着していた点である。インド・パキスタンム

スリムは同時期、商売人として布や肉業を北タイで展開していた。雲南系ムスリムは

タイでの定着初期過程において、インド・パキスタン系ムスリムと宗教的ネットワー

クを萌芽的に作っていた。そのことは、両者が 19 世紀末にすでに北タイにモスク 1 箇

所を共同で創設している点から裏付けることができる(王 2014)。 

第 2 期の雲南系ムスリムの移住と他民族との関わりは、ビルマで彼らが定着した際

に展開したビルマ北部のワ族との民族間関係である。19 世紀末に雲南系ムスリムが大

理を離れあらたに定着したビルマの土地は、もともとワ族の支配下にあり、雲南系ム

スリムは彼らと一方で戦争を繰り返しながら、他方、戦略的な婚姻関係も取り結んで

移民社会を展開してきた（Forbes 1988）。北タイの雲南系ムスリムの家系には、この

ワ族との戦略的結婚によって生まれた親戚が含まれている 。このことは、雲南系ムス

リムの移住の展開においてワ族との関係性は無視できず、彼らの移住史を雲南系ムス

リムだけに閉ざして理解できないことを示している。 

第 3 期は、1949 年前後の中国における内戦と社会不安による避難民的移住の波であ

65



 
 

る。1949 年に中国共産党が内戦に勝利し、中華人民共和国が成立する。その前後から

中国本土は内戦で荒廃し、社会情勢は不安定になった。それを危惧した民衆は中国か

ら陸路でビルマなどに避難した。このとき、雲南からはムスリム以外にも多様な民族

が出国した。雲南系ムスリムの越境と定着に影響を与えた民族として漢人、山岳焼畑

民族であるラフ、リス、アカ、ヤオ、モンなどがいる。その結果、雲南系漢人と雲南

系ムスリムの両者を含む難民村が 90 箇所以上形成された。 

 

３．下からの共生（１）－民族性の維持 

このように、雲南系ムスリムは移民社会を異郷の地で発展させていく上でさまざま

な民族と接触する機会をもっていた。こうした多文化環境下において特筆すべきは、

雲南系ムスリムが柔軟で多角的なネットワークによって、自民族間の協力関係を強化

するのみならず、他者と宗教を軸に共生してきた点にある。 

まずは、民族内関係の強化についてとりあげる。民族間ネットワークが顕著に現れ

るのは、モスクの再建や創設においてである。チェンマイ県を例にとると、20 世紀前

半には 3 箇所のモスクしかなかった。そのうち、雲南系ムスリムが主体的に管理した

モスクは、前述のバーン・ホー・モスクだけであった。その後、20 世紀後半に避難民

的移住者の雲南系ムスリムが増加し、バーン・ホー・モスクに通うムスリム人口が飽

和状態になった。それに応えるため、雲南系ムスリムの資産家やリーダーたちがお金

を寄付しあい、モスクを 1966 年に再建した。もとは木造建築であったと思われるが、

改築後はコンクリートの二階建てとなり白をメインにしたモスクに美しく生まれ変わ

った。 

こうして中心地のチェンマイ市のモスクに雲南系ムスリムの新規移住者が集まるの

みならず、難民村においてモスクがしだいに建設されていった。1998 年には、チェン

マイ県全体には 13 箇所のモスクが登録されていた。雲南系ムスリムのモスクと成立年

は表１に示した通りである2。このうち、ミャンマーとタイ国境域の難民村圏に含まれ

る教区は、5 箇所である。すなわち、タートン教区―1974 年成立、ファン教区―1975

年、フォファイ教区―1985 年、バーン・ヤーン教区―1970 年から 1980 年頃、アンカ

ーン教区―1987 年、となっている。また、隣接するチェンラーイ県においても同様の

事情で、新規に難民村に移住した雲南系ムスリムはあらたにモスクを建設した。例え

ば、チェンラーイ県の難民村にすむ雲南系ムスリムたちは、1960 年に草葺きのモスク

を建てた。その後、タイへの定着化がすすむにつれ、雲南系ムスリムの間でモスクの

改築を望む声が高まり、1989 年新しいコンクリートの二階建てのモスクを再建した。

建築予算総額約 200 万バーツは、村に住む有力な雲南系ムスリム軍人と、他村に住む

雲南系ムスリムの寄付によって集められた。このようにタイへの移住当初、雲南系ム

スリムは難民的な状況にありながらも、ムスリムコミュニティの人口増加によって、

モスク建築に向けた協力関係が強まっていった。 

 注目すべきは移民としてのムスリムにとってモスクという存在は、単なる居場所と

いう空間的重要性のみならず、彼らの民族性を継承する場としても機能している点で

ある。その具体例の一つが言語使用である。雲南系ムスリムは母語の雲南方言を日常

会話において使用するのみならず、書き言葉としてモスクを中心にした儀礼の場で漢
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字を用いることを慣習としている。とりわけ、こうした傾向は移民 1 世において顕著

である3。移民一世たちが創建したモスクにはタイ語とアラビア語名のみならず、中国

語名が付けられていることはその典型である（表 1）。モスクはタイ語ではスラオと呼

ぶが、中国語では清真寺と表記する。例えば、チェンマイ市にあるバーン･ホー・モス

クは、タイ語ではスラオ・バーン･ホー、アラビア語では Masjid hid�ya al-Isl�m、中国

語では王和清真寺と名づけられている。バーン･ホーとはタイ語で「ホーの村」という

意味である。ホーとタイ人による雲南系ムスリムに対する他称である。アラビア語で

は「イスラームの導きの礼拝所」を意味する 4。また移民 1 世について言えば、モスク

では中国語の名前で呼び合い、さまざまな儀礼に伴う喜捨も中国語名を使うことが慣

習となっている。また、モスクで重視される金曜日の集合礼拝では、タイ語と中国語

が説教のなかで併用されている。雲南系ムスリム二世や若い世代はタイ語を日常語と

しているため、タイ語による説教でなければ説教の内容が理解できないが、移民 1 世

にとって中国語はもっとも耳になじみのある言語である。したがって、中国語による

説教を行う日とタイ語による説教を行う日が組み入れられているのである。このよう

にタイ社会に根を張りつつ、モスクではイスラーム性のみならず、中国的な要素を同

時に維持する工夫が実践されているのである。  

 

��� ����	
��
���

民族区分  行政地区（郡、市） モスク名  中国語名  設立年  
１ 雲南  メーアイ  タートン  慈恵  1974 
２ 雲南  ファン  ファン  信徳  1975 
３ 雲南     〃  フォファイ  吉慶  1985 
４ 雲南     〃  アンカーン  極遠  1987 
５ 雲南     〃  バーン・ヤーン  善美  1970－1980 年頃  
６ 雲南  チェンマイ市  バーン・ホー  王和  1917、1966 年再建  
７ 雲南    〃  サンパコイ  敬真  1970 
８  雲南と印・パ    〃  チャンプァク   1877 
９ 印・パ    〃  チャンクラーン   1870 
10 ？    〃  チェンマイ   ？  
11 ？  ドイサケット  ドイサケット   1972 
12 雲南と印・パ  サムカンペーン  サムカンペーン   ？  
13 印・パ  サーラピー  ノンベーン   1950 
出典 王（ 2011）を一部修正  
＊印・パとはインド・パキスタン系ムスリムを指す。  
 

 言語使用に加えて人々に根強く継承されているのは食文化である。タイへの現地化

が進むにつれ、タイ料理を食する機会は決して珍しくはない。しかし、圧倒的多数が

仏教徒であるタイ人の食習慣は、ムスリムが守るべき規範と一致していない。ムスリ

ムの食習慣ではイスラーム法との整合性が重視される。すなわち、ムスリムはイスラ

ーム法で求められるハラール食品を摂取するのである。アラビア語におけるハラール

はハラームと対をなす概念である。イスラーム法は人間の全行為を５つの法規範に分

けている。義務、推奨、禁止、禁忌、許容である。このうちハラームとは、禁止され

る行為を指す。ここにおいて禁止行為は、神が人間に実行しないように命じている行

為となる。ハラールはハラームの対概念で、許容されたものを意味する 5。ムスリムに

とっては、神と終末を信じるものはハラームを慎み、ハラールとされた行為を行うよ
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うに努力することが求められるのである。  

 
� �� ����	�������
�������������

雲南省 地名（市、州） 地名（市・県級以下）    （人） 
�中 昆明市 昆明(市）   3 
  玉渓市 玉渓（市）   10 
    通海（県）   15 
    通海県河西鎮   4 
    〃 大回村 1 
    峨山彝族自治(県）   15 
    峨山彝族自治県小街鎮 文明村 11 
    〃 大白邑村 7 
    新平彝族�族自治県   1 
  楚雄市 楚雄（市）   6 
      小計 73 
        
�東南 紅河哈尼族族彝自治州 蒙自県   2 
  文山市 文山（市）   1 
  個旧市 個旧（市）   2 
    沙甸鎮   5 
    建水県   2 
  開遠市 開遠（市）   1 
     小計 13 
          
�西 臨滄市 鳳慶県   1 
  保山市 保山（市）  4 
    昌寧県  2 
    騰沖県  2 
    施甸県  2 
    龍稜県   1 
     小計 12 
          
�西北  大理白族自治州 大理（市）   2 
    巍山彝族回族自治県   2 
      小計 4 
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ハラールについては、ムスリムは豚肉を食べてはならないという規律がよく知られ

ているが、さまざまな規定と認可基準が地域ごとにムスリムによって決められている 6。

雲南系ムスリムが家庭やコミュニティレベルで継承しているハラール食品のうち、と

くに郷土色の強いものには例えば、牛
ニュー

干
カ ン

巴
パ

（牛肉を燻製させて保存したもの）、油
ヨウ

香
シャン

（小

麦粉でつくったクッキーのようなお菓子）や巴
パ

巴絲
パ ス ー

（麺類）などがある。これらは雲

南系ムスリムの家庭やモスク単位における共食儀礼において好んで作られている 7。  

また、こうしたモスクのもつ民族性維持の機能に加えて着目すべき点は、モスクが

もつ人と人の紐帯をうみだす場としてのである。雲南系ムスリムのモスクでは、雲南
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を故地とした地縁によるつながりが色濃く反映されている。歴史的に雲南は中国語で

“�”と地理的に総称され、省都がある昆明を中心にした方位にそって、昆明および

その近郊を�中、そこから方位に応じて�東南、�東北、�西・�西北、�南に区分

されてきた。こうした地域区分は移民 1 世の間でもよく使われている。例えば表２は

バーン・ホー・モスクに登録されている教区員の出身地を示している。1998 年のチェ

ンマイ県イスラーム委員会の内部統計によるとバーン・ホー・モスクの教区員の総数

は 955 人である。同時期、バーン･ホー・モスク内部で保存されていた記録をもとに、

世帯主 150 人の自己申請にもとづいた出身地を示している 。出身地は雲南、広東、チ

ェンマイ、不明と区分できるが、もっとも多いのが雲南である。地区別にみると�中

出身者が多く 150 人中 73 人で約 48.67％ を占めている。�中以外には、地区別にほぼ

同数なのが�東南と�西で、それぞれ 13 人と 12 人である。このほか大理がある�西

北や普�がある�南などの出身者がそれぞれ 4 人、1 人ずついる。 

以上のように、20 世紀後半の雲南系ムスリムは越境過程で離合集散しながらも、血

縁や地縁にもとづいて信徒間の社会的結合を強めてきた。ここには、イスラーム性と

中国的要素、さらにはタイ文化の要素を融和させつつ、異文化環境のなかで民族性を

維持する雲南系ムスリムの柔軟な戦略がみえるのである。 

 

４．下からの共生（２）－喜捨を通したつながり 

このように雲南系ムスリムは、モスクを軸にして中国系としてのエスニシティを維

持する一方で、特筆すべきはイスラームの実践を通して、雲南系ムスリムが多民族と

交渉し、他者を呼び込む磁場を生み出している点である。とりわけ、断食月と断食明

けの祭りは、ムスリムの喜捨（サダカ sadaqah）の精神が自民族間のエスニシティを強

化するのみならず、他民族とのあらたなつながりの場を提供している点で注目に値す

る8。 

断食月はアラビア語でラマダーン、中国語では 月（ツァイユェ）とよばれる。イ

スラーム暦では断食月は第 9 番目の月である。この断食月にはイスラームの規範に従

い、夜が明けた早朝と日が暮れた夕方の 2 回の食事が許されている。日が暮れ断食が

あけると、夕方の食事が始まる。雲南系ムスリムのモスクでは断食月の共食は、１ヶ

月間、モスクでおこなわれる。日没後、すなわち断食が明けた夕方以後、雲南系ムス

リムたちは家族や友人を連れてモスクで夕食を食べるのである。出席は強制ではない

が、断食明けの共食はコミュニティのメンバーが毎日顔をあわす楽しい機会で、モス

クは大勢の人で賑わう。さらに、雲南系ムスリムのコミュニティにおいて特徴的なの

は、断食月の共食では、一回ごとに夕食を提供する主催者がいることである。モスク

では、事前に夕食の主催者を募集する。すなわち、モスクの管理委員会は、断食月が

始まる前に白紙の模造紙をモスクの掲示板に張り出す。夕食の主催者になりたい希望

者は、30 日分の日程から好きな日を選ぶ。そして、模造紙に記されている日時のなか

で、まだ誰も希望していない（空いている）日に名前を記入していく。例年、断食月

の夕食を希望者はすぐにいっぱいになる。また、1 日だけ主催者を担当する人もいれば、

複数日担当する人もいる。 

このように熱心に宗教儀礼を支える最大の理由は、イスラームでは喜捨は神が規定
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した定めであり、善行を増やすことが来世にお

いて天国に行くことにつながると信じているか

らである。とくに、断食月はもっとも神聖な月

で、このときに主催者になると、大きな善行に

なり、その報いは通常よりも格段と多くなると

考えているからである。このような喜捨による

来世への信仰は、図１に示したように宗教の覚

醒から宗教活動への参加、さらにはネットワー

クを活発化するといった循環的ネットワーク

を生み出す原動力なのである。 

雲南系ムスリムの断食月では喜捨の精神にもとづいてモスクのメンバー間の相互交

流が活発化するだけではない。その宗教実践には、他者に対しても開放性をもってい

る点に特徴がある。通常の礼拝では、民族ごとにほぼ分かれて各自のモスクで宗教実

践を行っているが、この月には人の移動がみられる。とくに、貧しいミャンマー系の

ムスリムや普段は雲南系ムスリムのモスクには来ないインド・パキスタン系ムスリム

の人たちが、雲南系ムスリムが断食月に作る豪華な料理を食べにモスクに集まる。ま

た、貧しい仏教徒はこの時期かぎりで、偽装してムスリムになり、30 日間の断食月の

夕食を雲南系ムスリムのモスクで食べることもある。あるミャンマー系仏教徒の女性

は、断食月が開始する４、5 日前からタイ北部国境地域からチェンマイ市まで子連れで

移動していた。彼女と子どもたちは断食明けの共食が始まるまでモスクの庭や木陰で

一休みし、ベールをかぶって偽装ムスリムに変身する。その後、雲南系ムスリムのモ

スクに足を運び、共食の席につくのである。 

また、一ヶ月の断食を終えた次の日は断食明けの祭りといい、アラビア語で‘�d al

‐fi�r、中国語で開 （カイツァイ）節と呼ばれる。この日はムスリムにとって新年

に相当し、雲南系ムスリムのなかでは特に大切にされている。この日の朝、雲南系ム

スリムは朝家族で食事と祈祷を済ませた後、モスクで断食明けを祝う集合礼拝を行う。

断食月と同様、喜捨をすることがもっとも奨励される日である。礼拝のために雲南系

ムスリムが続々とモスクに向かう門のそばで、ミャンマー系やインド・パキスタン系

ムスリムが乞食となって一列に座りこんで喜捨を待機している。彼らの多くは日常的

には雲南系モスクで礼拝しない人ばかりである。彼らは身なりも貧しく、単身者もい

れば、子連れでやってきた人たちもいる。雲南系ムスリムもこの日ばかりは、積極的

に彼らに喜捨をするのである。雲南系ムスリムで喜捨を積極的におこなう人の周りに

は、お金を求めて人だかりができるほどである。 

このように断食月と断食明けの祭りにおけるイスラーム実践は、雲南系ムスリムが

共食や集合儀礼などを通じて民族性を維持する機能をもつのみならず、喜捨の精神に

もとづいて他民族との下からの共生を支える機会をもたらしている。すなわち、雲南

系ムスリムにとっては、断食月や断食明けの祭りは善行を積むことができる最大のチ

ャンスと認識され、善行を行うという宗教的実践によって神からの報奨は増えると考

えている。一方、非雲南系ムスリムの視点からみると断食月は別の意味をもっている。

すなわち、断食月は日常的には交渉や接触がすくないインドやミャンマー系ムスリム

出典 松本（2010）をもとに一部修正  
=�� > ?@�A@BCDEFGHIJKL��
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も雲南系モスクに一年に一度、30 日間自由に足を運ぶことができる開かれた機会とな

る。彼らをうながす動機には、雲南系ムスリムとの共食によってふだん食べることの

できない贅沢な料理を食べることができるという生理的側面に加えて、雲南系ムスリ

ムからの喜捨を同時にもらうことができるという宗教的経済的側面が重なっている。

このように年に一度の宗教的儀礼は、雲南系ムスリムと他者が喜捨の精神によって互

酬的な関係を構築できる社会装置を提供しているのである。 

 

５．まとめ  

本稿では雲南系ムスリムを対象に民族性と異質性を同時に内包する「下からの共生」

のあり方について論じた。まず本論の冒頭において、雲南系ムスリムが他者との相互

作用と離合集散をへて複層化した移民社会を形成してきた点を述べた。それをふまえ

たうえで、雲南系ムスリムによる民族内外の相互作用の実践をとりあげた。その典型

がモスクの建築である。雲南系ムスリムが建てたモスクは雲南同郷者の社会的結合の

場を生み出し、難民として分散居住していたムスリムの間をつなぐような形でイスラ

ームの意識を覚醒させた。とりわけ、モスクは食事や言語を媒体にして移民の民族性

が維持される文化装置として機能している点を指摘した。一方で、モスクが民族性を

維持するのみならず、他者と開かれた相互作用を提供する場として機能している点を

断食月と断食明けの祭りにおける宗教実践をとりあげた。この期間中、雲南系ムスリ

ムと他者は共食によって時空間をわかちあうのみならず、イスラームの喜捨の精神に

よって、両者は異質性を保持しつつ、互酬的な儀礼の場を共有している点を指摘した。  

このように移民社会における「下からの共生」のあり方を、通時的にも共時的にも展

開している他者との相互作用の動態と民族・宗教の視点をクロスさせて捉えることは

今後ますます重要だと思われる。 

 

Forbes, Andrew D.W. 1988. History of Panglong, 1875-1900:A “Panthay”(Chinese 
Muslim) Settlement in the Burmese Wa States, The Muslim World, 
Vol.LXXVIII, No.1:38-50. 

福島康博 2012「イスラーム法が定めるムスリムの行為―ハラール／ハラム／ナジス／

タイイプ」床呂郁哉・西井凉子・福島康博編『東南アジアのイスラーム』東京外

国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、351-352 頁。 

川端隆史  2012「グローバル・ハラール・マーケットへの挑戦―多民族社会マレーシア
の国家戦略」床呂郁哉・西井凉子・福島康博編『東南アジアのイスラーム』東京

外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、353-372 頁。 

松本ますみ  2010『イスラームへの回帰―中国のムスリマたち』（イスラームを知る７）
山川出版社。  

両角吉晃  2002「ハラーム」、「ハラール」大塚和夫・小杉泰・小松久男・東長靖・羽田
正・山内昌之編『岩波イスラーム辞典』岩波書店、784-785 頁。  

中田吉信 1971『回回民族の諸問題』アジア経済研究所。 

王柳蘭 2011『越境を生きる雲南系ムスリム―北タイにおける共生とネットワーク』昭

和堂。 

71



 
 

王柳蘭編 2014『下からの共生を問う―複相化する地域への視座』CIAS ディスカッショ

ンペーパー39 巻、京都大学地域研究統合情報センター。 

尾崎貴久子 2012「イスラームの食と医」『東洋学術研究』51 巻 1 号（通巻 168 号）、63-91

頁。 

砂井紫里 2013『食卓から覗く中華世界とイスラーム―福建のフィールドノートから』

めこん。 

砂井紫里編著 2014『食のハラール』早稲田大学アジア・ムスリム研究所リサーチペ

ーパー・シリーズ３巻。 

塩尻和子・池田美佐子 2006『イスラームの生活を知る事典』（再版）東京堂出版、105-108

頁。 

Suchart Setthamalinee. 2010. The Transformation of Chinese Muslims Identities 
in Northern Thailand, University of Hawai‘i at Manoa. 

富沢寿勇 2012「連携と競合―ハラール産業のグローバル基準をめぐる現状と課題」床

呂郁哉・西井凉子・福島康博編『東南アジアのイスラーム』東京外国語大学アジ

ア・アフリカ言語文化研究所、337-350 頁。 
                                                           
1 ここでの雲南系ムスリムのタイへの越境プロセスは主として王（2011）にまとめられている内容
を概括したものである。また、タイ雲南系ムスリム 2 世による博士論文 Suchart (2010)にも詳細に
まとめられている。 
2 タイに住むムスリムは自分たちが住む行政地区の名前や村の名前をもとに、教区名を付けている。

ここでは教区として示した。インド・パキスタン系ムスリムは 19 世紀末から北タイに居住しはじ

めた。 
3 移民 2 世以後の言語使用はタイ語が母語になりつつある。おそらくタイの義務教育を受けること
によって、雲南語は家庭内言語として限定的に使用されている状況に近い。 
4中国語の王和については、タイ語のバーン･ホーという発音を中国語の発音に近づけた場合にワー
ン・ホーという発音に変化し、その中国的な読み方にそってあて字をした結果、王和となったので
ある。  
5 福島（2012）両角（2002）、塩尻・池田（2006）  
6 タイのハラール食品の認定はタイ国中央イスラーム委員会の管轄のもとで行われている。  
7 他地域のハラール食品については、川端（ 2012）、尾崎（ 2012）、砂井（ 2013）、砂井編（ 2014）、
富沢（2012）などを参照のこと。  
8制度的な他民族との宗教的な連携については宗教学校の設立がある。例えば、 1972 年に北タイで
創設された宗教学校はインド・パキスタン系ムスリムとの共生をはぐくんで生きた。北タイに最初
にイスラーム学校はアラビア語で Masjid al-taqw�（マスジド・アッ＝タクワー）、中国語で敬真学校
と呼ばれる。その創設者は雲南系ムスリム 1 世の忽然茂である。忽然茂は 20 世紀半ば中国の共産
主義の恐怖から中国を離れ、ビルマを経てタイに定着した雲南系ムスリムである。他の多くの雲南
系ムスリムと同様、山地と平地を往来しながらアヘンやその他の流通にもとづくキャラバン交易に
従事し、1951 年にタイチェンマイに難民として定着した。卒業生には雲南系ムスリムのみならず、
インド・パキスタン系、南タイからのムスリムも含まれている（王  2011,2014）。  

72




 L
CHEN Yong �

1

                                                             
� E-mai chenyong0208@126.com

73



 

1-1

1-2

2

L

L 156 1954

1958 1993

2008 2012

A 1

2013 2 L 4

80

230

L

1994 20,975

2013 8,000

3

3-1

L 2

                                                             
1 

2 1952 1998 2008

74



3

L

L

L

L

3-2

L

1

2 1952 1953

7

10 1
3

L

4

5

3-3

1980

10

                                                                                                                                                                                              

3

1

2

3

4

5

75



 

(1)

(2)

(3)

(4)

4

4-1

4-2

(1)

4

(2)

                                                             
4 

76



2013

2 1,700

5

60 L

L

(1)

L

(2)

a

b

c

[1] . 1953 1985LK [M] . 1986.

[2] . [J]. 2008 (5).

[3] . [M]. 1996.

[4] JX . JX 1986 2000 [M] . 2010.

[5] LK . LK [M] . 1986.

77



 

[6] LK . LK [M] . 2006.

[7] LY . LY [M] . 2000.

[8] LY . LY [M] . 2000.

[9] C . [M]. . 2002.

[10] [J]. 2005

(1) .
[11] . [J]. 2006 4 . 

[12] N . 1953-11-22 1 . 

[13] . [J]. 2006 2 . 

[14] . [M] . 2003. 

[15] . J . 2001 6 . 

[16]  YT . YT [M] . 1985.

[17] . [M]. : 2011. 

[18] . [M] . : 2011.

78



 
 

 IMANAKA Takafumi �

 
 

 
 

 

1920 30

 1971  1996  1999  
10

 

 

 

1990
 1997

 1998  

 
2005

 

                                            
�

79



 
2006  

 
2006  2007

 2007 99  

 2012 126

 2012 127  

 

 
 

20
km

800
 

 

1.5km 12

 

1990

Gillette 2000 29  

80



Imanaka 2010  

 
 

1990

Gillette 2000 27-28

 2000 30-31  

1950

 

 

 

 
 

 

81



 

 

 

 
 

 2014 
Senri Ethnological Studies

pp.227-242
 

 

 
 

1996 1932
105 12 67-96  

 
1998

26 27-43  
 

1971 40  
 

2012
pp.105-133  

 
1999 1945  

 
 

 
2005  

82



 
2006  

 
2006  
2007

pp.90-100  
 

1997 26 19-30  
 

 
Gillette, Maris Boyd 

2000 Between Mecca and Beijing: Modernization and Consumption Among Urban Chinese 
Muslims. California: Stanford University Press. 

IMANAKA, Takafumi 
2010  Tourism and Urban Renewal: The Case of Xi an s  Hui Quarter : Senri Ethnological 

Studies 76: 193-204. 

83



 



 
 
 
 
 
 





(FU Qi) �

1/4

2011

1800

1

2

2008: 9
2012

300 5 30

3

�

1

2 1987 2000
3 http://www.bzzwgk.gov.cn

87



200 20% 30
1/4

4

1978

2009
1984 36

1994

1995

2006 TDL 4
KM 1.68 KM

12800 / KM

KM

KM

4

2007 viii

88



2003

2008 GMP

2011 5

GMP

110 110

1.5

Robertson 1984: 7-9
20

Olivier de Sardan 2005: 24-25

Cadre

5

89



Contract Responsibility System 2007
GDP

2008: 2

1993
2005

2010
90 80
90 KM

GMP

1

2

1998: 27

2006
Cohen 1992

90



2

A. F. Robertson. 1984, People and State: An Anthropology of Planned Development.
Cambridge: Cambridge University Press.

Cohen,Myron L. 1992, Family Management and Family Division in Contemporary Rural 
Chilla[J]. The China Quarterly, No.130(Jun.,1992), pp.357 377.

Jean-Pierre Olivier de Sardan.2005, Anthropology and Development: Understanding 
Contemporary Social Change. London & New York: ZED Books. 

1987 2000
——

2009 4
1998

2007
1978-2008

2007
1949-1999

2006
2010 3   

2008
30 2008   

2005 2

91



 
--- 1920-1960  

��������	� �

 

 
1,   
 
    , ,

 
    ,   1900

, ,  ,
, ,

. , ,
, ,

, ,   
, .

 1991  
    , 1

 
 1943-2000  

2.  
 

   
 

1927  
 

 

                                                   
�  
1 1984  

92



 

   

2

 

2009  

 

3  
 
   

 
      
MERASI

  
  

  4-5
2-3  

4-5
 2-3

11 1878 15 1940
2-3  1976 

131-133  
1950 , ,1955

, ,  1998 281  
, ,

, 1970 , 1960
 

   
  1953 96-104  

30
70% 3

                                                   
2 

 

90%  1953 202  

3  

93



4

 

 1978 4919  
30 33

 

4  
 

2010 2012
A

2014
8 191 18

12 6  

  
1945 6

1945-1955 6
6

10 20 18
11 1-3

20 9
1955

5

 
 

5.  
 

12

 

                                                   
4 40 24862 94% 23379

72% 1953 202  
5 10 15 , 10  

94



 

 

 
 

 
 

 
 1943 

 1991 —   
 2009 —   
 1998   

        2007 -  14(1): 
1-12  

1984   29 (2) :65-82 
 1978   

 465-515 
 1953   

 2006 -   
 

 1927    243-314 
 1976    

129-156 
 

   

95



 
 

(WU Liang) �

                                                   
�

96



 

GHQ
16 ( 1996 )

1977  

                                                   

97



 
 

                                                   

98



 

                                                   

99



 
 

1  

1945 50 17 163 178 2014  
24

10 1969  
2003

 

1996  
PHP 1986  

3 1996  

6 1 2000  

2000  
17

2 2005  

2008  
2000  

2008  
GHQ 16 1996  

2  
1 1989  
2 1989  

1 2001  
2001  

020000001134A  
1950  

3  
356 357 2010 8 5  

1946 11 20  
 

100



(MIAO Guo) �

 

Sony Sharp Panasonic Toshiba

  

——

 

WPP2012 1 2010

20%

10% 2050

“20%”

�

1

101



 

70

2013 24.4

MEXT 2 2005

2

1

20-30 3 2030

2015

3

UNDP WPP 2012

1 http://www.mext.go.jp/english/whitepaper/1302597.htm

102



“ ” “ ”

30 —— “ ”

 

M

——

8 20

——

“ ” “ ”

 

sekkusu shinai shokogun 20

40% 2013 34%
2

2

40

2014 JFPA 16-24 45%

http://finance.people.com.cn/n/2014/0103/c70846-24014896.html

103



 
3

 

40

google

5

3 Abigail Haworth ” Why have young people in Japan stopped having sex?” 
http://www.theguardian.com/world/2013/oct/20/young-people-japan-stopped-having-sex

104



5 1970-2000

5 TFR 90

2000

NBSC

——

105



 

 

30

20-30

——

——

2006

2006 21

2012 : :

2010 M :

UNDP: World Population Prospects: The 2012 Revision, http://esa.un.org/unpd/wpp/

106



(LUO Taishun) �

“
”

    

1

2

1.
Kahn(1979)
1983

Berger(1988) “ vulgar Confucianism ”

� nateehea@yahoo.co.jp
1 Kahn(1979) 1986) Kahn “ post-Confucian culture ”

2 Alatas(1973), Andreski(1968), 1983 2001

107



Berger “ Culturalist “
Institutionalist ” “

” 1983 272
“ institutional Confucianism ”

2001

2.
1986

“
innerworldly asceticism)” “ ”

“ ”

“ ”
“ ”

3

3.
2013

“ ” “ ” 4

“ ”

4.
2002 doppelter 

Vergleich mehrdimensionaler 
Vergleich

“ Wahlverwandtschaft)” “

3 “ ” 2007 “ ”
“ ”

4 “ ” “ ”
2013

108



Gesetzesethik)” “ ritualistische Ethik ” “ (Pietät)”
“ ” “
Gesinnungsethik)” “ Legalität)” “ (rationaler 

Anstaltsstaat)” 5

6 “ heuristischer Eurozentrismus)” “
normativer Eurozentrismus)”

“ ” “ ”

“ ”

1896
=

1906

7

“ ” “ ”
“ ”

“ ”

5 1997
6

2013
7 “ Die Bedeutung des Protestantismus für die Entstehung der 
Modernen Welt ” Histolische Zeitschrift. Dritte Folge. I. Band. Der ganen Reihe 
97. Band I. Heft. <Juli/August> 1906. 1-66 1911

109



1997 “ ”

1983 “ ”

2001 “ ” :

1987 “ ”

1986 “ ” 

2012 “ · ”

2013

2002

2010

E. 1984  I

2007

20 1 2 95-100

2013 ��

36

Alatas, S. H., 1973, Religion and Modernization in South-east Asia, Hans-Dieter Evers (ed.), 

Modernization in South-east Asia, London: Oxford University Press.

Andreski, S., 1968, Method and Substantive Theory in Max Weber, in Eisenstadt (ed.), The
Protestant Ethics and Modernization, N. Y.: Basic Books.

Berger, Peter. L., 1988, An East Asian Development Model? in Berger & Hsiao eds., In Search
of an East Asian Development Model, Brunswick: Transaction Books.

Kahn, Herman, 1979, World Economic Development: 1979 and Beyond, London: Croom Helm.

Lin, Duan, 1997, Konfuzianische Ethik und Legitimation der Herrschaft im alten China: eine 
Auseinandersetzung mit der vergleichenden Soziologie Max Webers, Berlin: Duncker und

Humboldt

110



(JIA Zhike) �

 

 

2013 11 2014

  

 

 

CNKI

2006
[ 1]

2007 2008
[ 2] 2008

1200 [ 3] 

 

 

2014 3~5

5 18-35

                                                             
�

111



 

1028

 

3  

5

 

 

15~20 120

1200 1028 85.7%

558 1

1 n=558
% %

291 52.2 102 18.3
267 47.8 55 9.9
149 26.7 193 34.6
409 73.3 71 12.7

1980 153 27.4 137 24.6
1981~1985 242 43.4 254 45.5

1986 163 29.2 304 54.5
217 39.0 156 28.0
268 48.1 186 33.3
72 12.9 216 38.7

[ 4

 

]

 

 

 

1

 

2 %

N=553 N=553
1 2 3 1 2 3

14.2 82.5 3.3 24.2 73.1 2.7
20.1 74.7 5.2 34.2 62.6 3.2
13.9 81.5 4.6 24.1 70.4 5.6
15.7 79.9 4.3 26.9 69.1 4.0

�2=4.156 df=4 P>0.05 �2=7.887 df=4 P>0.05 

112



2 82.5%

2 73.1%

2

 

2  

 

3 %

N=548 N=524

2 1 1 2 1 1

49.7 50.3 0.0 48.3 51.7 0.0

51.0 47.7 1.3 50.0 49.3 0.7

65.7 33.3 1.0 63.7 33.8 2.5

56.2 43.1 0.7 54.8 44.1 1.1

�2=15.309 df=4 P<0.01 �2=18.322 df=4 P<0.01 
3

63.7% 48.3%

49.7% 51.0%

65.7%

3  

 
4

N F Sig.
183 1.90 .426 1.087 .338
154 1.86 .541
216 1.94 .611
553 1.90 .536
182 1.77 .503 2.182 .114
155 1.70 .823
216 1.86 .806
553 1.79 .728
185 1.50 .501 5.699 .004
153 1.50 .527
210 1.65 .498
548 1.55 .512
176 1.48 .501 3.642 .027
144 1.49 .515
204 1.61 .536
524 1.54 .522

4 0.11

113



 

 

 
5 %

2008 2014

579 182 182
1 63.0 24.2 51.7

2 36.1 73.1 48.3
3 0.9 2.7 --

1.36 1.77 1.48
5 2014 2

73.1% 2008 36.1% 37

 

2008

 

 

 
6 %

2 1
58.9 41.1 0.0 0.18753.2 45.2 1.6

1980 56.5 42.4 1.4
0.5821981~1985 50.9 47.8 1.3

1986 58.8 40.5 0.7
57.5 40.6 1.8

0.38662.5 37.5 0.0
57.6 42.4 0.0
49.5 49.5 1.0
61.7 37.3 1.0

0.08249.0 49.4 1.6
56.7 43.3 0.0
48.7 51.3 0.0

0.01654.5 45.5 0.0
67.5 32.5 0.0
55.8 41.7 2.5

/ 56.1 42.1 1.8
0.74453.1 45.8 1.1

17.5 13.4 0.0
40.0 60.0 0.0

0.243
62.7 35.8 1.5
51.6 47.2 1.2
57.7 41.2 1.0
53.0 47.0 0.0
54.0 45.2 0.8 0.90254.8 44.0 1.3
49.4 50.6 0.0 0.00160.5 37.2 2.4
59.0 39.0 2.0

0.009
73.5 26.5 0.0
49.7 49.7 0.6
55.2 40.3 4.5
51.1 48.9 0.0

 

6

114



 

1

2

2 1

2

1

 

 

 

 

82.5% 2

73.1% 2

 

 

 

2014

2 2008  

 

 

1  

 

2  

 

3  
[ 5

4  

]

50%

 

115



 

 

 
                                                             
[1] [J] 2008

1 15~18  
[2] [J] 2011 5

92~96  
[3] [J] 2010 5 59~66  
[4] 20 50 [J] 2009 4 24~28  
[5] [J] 2010 5 59~66  

116



“ ” 1

—— ——

(LIN Zibo) �

 
  

    

 
    1847-1889

 
    

 
 
1.  
    

2

    2010

2012 4

 

 

    
 

2.  
    

1890 10
                                                   
1 

�  
2 

117



 

1948

1887

 
    

3

1886 12

 
6

    

 

 

 
33.  
1  
    

                                                   
3  
4 1887 104  
5 1888  
6 

 

118



1885 12 1889 2
1889 2

1890 2

22

Fricke

 
    

Walter Dening

                                                   
7

1935 1965  
8 6 1997  
9 9  
10  

119



 
11

 

5
1888 3

10
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
    

1887 11

12

    
 

13

    
 

                                                   
11 1971

 
12 1887 12  
13 1888 60  

120



14

    
 

15

  
 

44.  
    1890

16

    1880
 

17

    
 

                                                   
14 12 1970  
15 1888 10  
16 1892 7 11 8

10  
17 

1 1888 9  

121



 

 
    

 

122



(YE Qing) �

�

123



124



125



126



127



���

���

���

�	�

�
�

���

���

�
�

���

����

����

����

����

128



(WANG Liulan)�

�

129



130



131



132



Ramadan

133



�

=

134



Forbes, Andrew D.W. 1988. History of Panglong, 1875-1900:A “Panthay”(Chinese Muslim) 

Settlement in the Burmese Wa States, The Muslim World, Vol.LXXVIII, No.1:38-50. 

 2012

 2010

 

 2002

784-785  

135



Suchart Setthamalinee. 2010. The Transformation of Chinese Muslims Identities in 

Northern Thailand, University of Hawai‘i at Manoa. 

1

2

4 Ban Ho

136



—— L
(CHEN Yong) �

L

1. 2. 

1.

2.

                                                             
� chenyong0208@126.com

137



L

156 1954 1958 1993

2008 2012 A

L 1994 20975

2013 8

2013

2 L 4 80

230

L

L

L

L

L

L

1

2 1952 1953

3

L

                                                             
1 [N]. 1953-11-22 1
2 1
3 1

138



4

5

10

1.

2.

3.

4.

1.

2.

2013

2

1700

                                                             
4 1
5 1

139



60 L

L

1.

L

2.

a. 

b.

c. 

[1] . 1953 1985LK [M] . 1986.

[2] . [J]. 2008
(5).

[3] . [M]. 1996.

[4] JX . JX 1986 2000 [M] . 2010.

[5] LK . LK [M] . 1986.

[6] LK . LK [M] . 2006.

[7] LY . LY [M] . 2000. 

[8] LY . LY [M] . 2000.

[9] C . [M]. . 2002.

[10] [J]. 2005
(1) . 

[11] . [J]. 2006 4 . 

[12] N . 1953-11-22 1 . 

[13] . [J]. 2006 2 . 

[14] . [M] . 2003.  

[15] . J . 2001 6 . 

[16] YT . YT [M] . 1985.

[17] . [M]. : 2011. 

[18] . [M] . : 2011.

140



(IMANAKA Takafumi) �

                                                   
�   

141



 

142



143



 

144



145



 



 
 
 
 
 
 





SAKANASHI Kenta �

1950
Imanishi Kinji Itani Jyunichiro

1970

Yasuoka Hirokazu

Yasuoka 2006

(Sakanashi 2011)

—

�

149



2003: 54

2003 3
pp. 44-64 . 

Sakanashi, K 2011 "Land Use Patterns for Cacao Agroforestry in Southern Cameroon", African 
Study Monographs 32(4): 135-155.

Yasuoka, H. 2006. Long-term Foraging expeditions (molongo) among the Baka hunter-gathers in 
the Northwestern Congo Basin, with Special Reference to the “Wild Yam Question”. Human 
Ecology 34(2): 275-296. 

150



 NAKAYAMA Taisho �

 
 

(1)  
Boundary Studies

Border Studies 1976
Association for Borderlands Studies

2009
GCOE

 
JIBSN

 
 
(2)  

 

 
 
(3)  

5
M C

2000  

 
 

2011
10

2014  
 

                                                   
�  

151



 

 

(4)  
1945 65%

80%
 

3
8

 
 

 (5)  

 

 
2014  

 
2009  

 
 

( )

 
JAPAN JAPAN International Border Studies Network  

 

  
 

 
2013

 

152



FUKUTANI Akira �

1886

1953

20 1919

30 1941

�

153



JIANG Hairi �

                                                   
�  
1  

154



 

155



 
 

 YAMAGUCHI Sanae �

 
 

 
1980

 

 
1942 1

80

 

 

1985

 

 

                                                   
�

1 4 1983  
2 1987 1  
3 1991 3  

156



 

4

1970

1920 30

 

5

 

80

 

6

 

 

 

 

                                                   
4 1992 2 29  
5 1978  
6 2012  

157



 

 
 
 

 
2004  

1993  
2004

 

158



 
 

 SAKURADA Ryoko �

 
 

 2014: 54
 2014 (

)  
( )

19 20

 
(kopitiam)

kopi tiam

( ) (  kaya)
19

(i.e. Old Town White Coffee)

 

( )

 

                                            
�

159



 

2011 The 
Singapore Memory Project: SMP SMP

500
My School Days

Our Neighbourhoods Food Nostalgia
 

50 2013 50
50 Malaysia SMP

(Niki Cheong)

1

 

 

 
 

2014
 

                                            
1 The Star  2013 9 2  

160



 
 

 
 HIRAI Meari �

 
 

 

 
10

 
1980

2000

 

 

Pluralism

 
 

 
2012 GCOE Working  

Papers 58 COE  
 

2012  
                                            
� PD  

161



 
 

 YANAI Mariko �

 
 

1  
2011 3 11

 

3.11

 
 
2  

1 4 INES
7 1 3 12 15 36

14 11 1 3 15 6 14 4 2
2 5 12 1

2011

 
3 82657

45279  14 6 24 13  
 
3  

1

3.11

1 4

                                                   
� 3  

162



 

2011 3 11 3 18  
 
4  

1

NNN

NNN

2  

 

163



 



 
 
 
 
 
 





 
 

 (SAKANASHI Kenta) �

     
 

    
20 50

Imanishi Kinji Itani Jyunichiro

 
    

20 70

Yasuoka Hirokazu

Yasuoka 2006  
    

 
    

Sakanashi 2011  
    

 2003: 
54

 
 

                                                   
�  

167



 

 
 2003 3  

pp. 44-64 . 

Sakanashi, K 2011 "Land Use Patterns for Cacao Agroforestry in Southern Cameroon", 
African Study Monographs 32(4): 135-155. 

Yasuoka, H. 2006. Long-term Foraging expeditions (molongo) among the Baka 
hunter-gathers in the Northwestern Congo Basin, with Special Reference to the 
“Wild Yam Question”. Human Ecology 34(2): 275-296.  

 
  

168



(NAKAYAMA Taisho) �

1

Boundary Studies

Border Studies 1976

Association for Borderlands Studies 2009

GCOE ——

Wakkanai Nemuro Tsushima Yonaguni
1 JIBSN 2

2

“ ” “ ”

3 ——

5

M.C. Vysokov (

2000

2011 10

                                                   
�  

169



 

4

1945 8

1949 8 23 000 1 400

7 “ ”

8

8
3

5

4

1

2 JAPAN JAPAN International Border 

Studies Network

3 1939

4

170



(FUKUTANI Akira) �

1886 “ ” “

” “ ”

1953 1957

“ ”

“ ” “ ”

“ ”

“ ”

20 “ ” 1919

John Dewey 1859—1952

30

1941 “ ” neutral 

monism “ ” Bertrand Russell 1872—1970

“ ”

“ ”

�

171



 
 

(JIANG Hairi) �

 
 

”

 
   

1986

 
   1990

2012

1990-2000
 

 
   

  

                                                   
�  

172



 (YAMAGUCHI Sanae) �

                                                   
�  
1  4 1983  
2 1987 1  
3 1991 3  
4 1992 2 29  

173



 

                                                   
5 1978  
6 2012  

174



nostalgia

 (SAKURADA Ryoko) �

nostalgia
nostalgia

kopitiam kopi tiam
kopitiam

kaya 19
kopitiam

kopitiam kopitiam Old Town 
White Coffee kopitiam

 
    kopitiam

kopitiam
kopitiam

kopitiam
kopitiam

kopitiam
 

    kopitiam
2011

The Singapore Memory Project: SMP SMP

                                                   
�

175



 

500
My School Days Our Neighbourhoods Food Nostalgia

 
    50 2013 50 50 50 50 Malaysia

SMP
Niki Cheong Mamak 

Store kopitiam
1

    

kopitiam  

 

 
 

2014
 

 
  

                                                   
1 The Star , 2013 9 2  

176



 
  

  (HIRAI Meari) �

 
 

    1

    
utaki

 

 

    10

 
    20 80

2000

 
    

 
    Pluralism

 
 

  

                                                   
�

177



 
 

  (YANAI Mariko) �

 
 

1.  
    2011 3 11

 

 
    

3.11

 
 
2.  
    2011 3 11 1 3 12 15 36

3 14 11 1 4 15 6 14 2
INES 1 4

7  
2 5

12 1
2011

 
    3 82657

45279 2014 6 24 13
 

 
3.  
   

 
3.11

1~4

2011 3 11
3 18  

                                                   
�

178



 

 
4.  
    1

NNN 1

    media 
literacy  

NNN

 

 
  

                                                   

179



 



 
 
 
 
 
 





183



  
 

184



 

 
 

 

185



186



2014

8 11 8 15

1,001

187



 

188



 
  
 

(philosophy)

50
 

2015 70

 

 

 

 

189



 
  
 

(philosophia)

5

22
53   

2015

 

 

 

 

 
“ ”

 
 

190



 



 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
2015 2 1  

192



 
 

 

193



FUKUTANI Akira 

Doctoral Course Student, Graduate School of Letters, Kyoto University / JSPS Researcher

FU Qi 

Doctoral Course Student, School of Social and Behavioral Science, Nanjing University 

ABE Yuka 

Doctoral Course Student, Graduate School of Letters, Kyoto University

WU Liang 

Doctoral Course Student, Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto University 

MIAO Guo 

Doctoral Course Student, School of Social and Behavioral Science, Nanjing University 

LUO Taishun 

Doctoral Course Student, Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto University / JSPS Researcher 

JIA Zhike 

Doctoral Course Student, School of Social and Behavioral Science, Nanjing University 

LIN Zibo 

Doctoral Course Student, Graduate School of Education, Kyoto University 

YE Qing 

Master Course Student, School of Social and Behavioral Science, Nanjing University 

194



WANG Liulan 

Associate Professor, The Hakubi Center for Advanced Research & CIAS, Kyoto University 

CHEN Yong 

Doctoral Course Student, School of Social and Behavioral Science, Nanjing University 

IMANAKA Takafumi 

Visiting Researcher, National Museum of Ethnology

SAKANASHI Kenta 

JSPS Researcher, Doshisha University Graduate School of Global studies/ Dr of Agricultural Science 

NAKAYAMA Taisho  

JSPS Researcher, SRC, Hokkaido University/ Dr of Agricultural Science 

JIANG Hairi 

Doctoral Course Student, Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto University 

YAMAGUCHI Sanae 

Doctoral Course Student, Graduate School of Arts and Sciences, Tokyo University 

SAKURADA Ryoko 

Associate Professor, IKUEI Junior College/ Dr of Letters

HIRAI Meari  

JSPS Researcher, Graduate School of Letters, Kokugakuin University/ Dr of Letters 

YANAI Mariko 

Doctoral Course Student, Doshisha University Graduate School of Social Studies / JSPS Researcher 

195



 
 
 
 
 
 
 

 
Kyoto University Asian Studies Unit

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



京
都
大
学
ア
ジ
ア
研
究
教
育
ユ
ニ
ッ
ト

福
谷
彬　

中
山
大
将　

巫
靚　

編

2014 年度京都大学南京大学社会学人類学
若手ワークショップ報告論文集

福谷彬　中山大将　巫靚　編　

京都大学アジア研究教育ユニット　報告書 ７
KUASU Project Report 7

２
０
１
４
年
度
京
都
大
学
南
京
大
学
社
会
学
人
類
学
若
手
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
論
文
集


	中山大将　表表紙（表紙（中山：表紙試作01（見積もり要表紙（KUASU_報告書..
	中山大将　本文（統合版14　頁入れ 白紙頁抜き　埋め込みサブセット
	中山大将　裏表紙（表紙（中山：表紙試作01（見積もり要表紙（KUASU_報告書..


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


